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「神戸市営交通事業 経営計画２０２５（案）」にかかる 

市民意見募集（パブリックコメント）の結果について 

 

 

 

１．市民意見募集について 

（１）募集期間 

    令和３年２月１日（月）～令和３年３月２日（火） 

 

（２）市民意見募集の結果 

  ・計 27件（４通） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜内訳＞ 

・安全運行の徹底について                 ３件 

・安全運行を支える基礎の構築について           ３件 

・快適で質の高いサービスの提供について        ４件 

・「わかりやすさ・使いやすさ」の提供／追求について  １件 

・「市民の足」の確保・維持について          ５件 

・もっとのっていただける公営交通の実現について    ３件 

・公営交通としてまちづくりに貢献について       １件 

・次世代を支える人材の確保・育成について       １件 

・安定的な経営を支える基盤の構築について       ３件 

・その他                       ３件 

令和 3 年 3 月 23 日 

都 市 交 通 委 員 会 

交 通 局 
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○募集期間

　　令和３年２月１日（月）～令和３年３月２日（火）

○意見件数

　　計27件（４通）

○「神戸市営交通事業 経営計画2025」（案）に対する市民意見の概要及び神戸市の考え方

意見に対する市の考え方

　経営方針１　安全・安心・信頼の確保

　　事業戦略１　安全運行の徹底

1

他の事業者が運行するバスに乗車した
際、発車時にマイクを使用し、乗客にも伝
わるよう指差し確認を行っていた。安全に
対する意識を高めるため、同様の取り組み
を実施した方がよいと考える。

お客様が安全にご乗車いただけるよう、市バス運転
士には発車の際にマイク放送で注意喚起するように
指導を徹底しています。

2

北神線において、谷上駅進入前の開扉
や、新神戸駅での降車側と逆側の扉を開く
など、運転士にあってはならないミスが生じ
ており、安全意識の向上と事故防止に向け
た方策を導入すべきである。

北神線の運行を委託している神戸電鉄株式会社に
対して、全社を挙げて基本動作の確認・徹底に取り
組むよう申し入れを行いました。
また、基本動作の確認・徹底を実施するとともに業務
改善に取り組むことを明確にするために、業務改善
報告書の提出を求め、本年２月2４日に受領しまし
た。
これまでも定期的な監査を実施してきましたが、今後
は再発防止に重点を置いた監査も随時実施し、安
全・安心な運行の確保に努めていきます。

3

以前中央営業所にて事故の報告遅れにつ
いて指導されたことがあったが、公営交通
である市バスは、事故を起こした際には直
ちに報告すべきである。

交通局では、事故が発生した場合、直ちに警察を含
め関係各所に報告しています。また、事後において
お客様から被害を申し出られた場合、事実を確認次
第、警察に報告しています。

　　事業戦略２　安全運行を支える基盤の構築

4

市バス車両の運転台に進路を画面表示で
きるナビシステムを導入してはどうか。

市バス車両設備の更新により、令和３年度から運転
台に設置のモニターにて、バスが現在運行している
停留所と、これから経由する３つ先までの停留所を、
運転士が随時確認できることとします。

意見の概要

「神戸市営交通事業 経営計画2025」（案）の

市民意見募集の結果について

　※ご意見は、同様の趣旨のものをまとめて掲載しております。また、趣旨を損なわない程度に要約しておりますので、ご了承くださ
い。

　お寄せいただいたご意見を踏まえ、更なる安全・安心・信頼の確保や快適で質の高いサービスの提
供などを実行していくことにより、これまで以上にお客様や市民の皆様に信頼いただけるよう取り組んで
いきます。
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意見に対する市の考え方意見の概要

5

老朽化した地下鉄車両の更新にあたっ
て、新造車両でなく、中古車両を導入・活
用してはどうか。

列車の運行に必要な車両設備及び地上設備は事業
者によって異なっており、他社で使用された中古車
両を導入する際には、神戸市交通局の規格、環境等
に合わせた改造が必要です。また、中古車両である
ことから老朽化対策工事や、現時点で求められる安
全性、快適性、バリアフリー等に対応する改造工事
が必要となります。
これらの費用は、現在運行している既存車両を延命
し使用し続ける場合に必要な工事施工費用と同等以
上と思われ、当該費用と新造車両の導入を耐用年数
やコストパフォーマンスなどの観点から総合的に比較
した場合、新型車両に更新する方が優位であると考
えています。

6

新神戸トンネルは阪神高速道路の一部で
あることから､同区間を走行する車両には､
シートベルトの着用率が100%となるよう整
備をすすめるべきである｡

新神戸トンネルは平成24年に神戸市道路公社から
阪神高速道路株式会社に移管し、阪神高速32号新
神戸トンネルとして運用されていますが、道路法に基
づく自動車専用道路ではないため、路線バスや小型
自動二輪車（原付二種）の運行が可能となっていま
す。
路線バスは高速道路の走行を前提としていないた
め、乗客のシートベルト装着を考慮した設計となって
おらず、現時点でシートベルトを搭載した路線バスは
販売されていませんが、お客様に安全にご乗車いた
だけるよう、安全運行を行うよう指導を徹底していま
す。

　経営方針２　快適で質の高いサービスの提供

　　事業戦略３　快適なサービスの提供

7

Uラインカードなどの磁気券の廃止に伴
い、ICカードの利用によるポイント制度を導
入してはどうか。

令和３年６月末に市バスカード・市バス昼間専用カー
ドといった磁気カードの発売終了（廃止）を予定して
おり、その代替サービスとして、令和３年４月より、市
バスのICカードでのご乗車でご利用可能なポイント
サービスを導入します。
なお、Uラインカードについては、現時点では引き続
きご利用いただけますが、今後ICカードの更なる活
用やポイント制度の導入について検討していきます。

8

市バスの早発を防ぐため、出発時間まで発
車できないような仕組みを導入してはどう
か。

市バス車両設備の更新により、令和３年度から運転
台に設置のモニターにて、各停留所での所定運行
時刻に齟齬が生じた際には運転士に警告が表示さ
れるようになり、早発等不適切運行の防止を図ってい
ます。
引き続き、公共交通機関の使命である安全かつ正確
な運行を日々実現すべく、指導並びに環境整備を
進めていきます。
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意見に対する市の考え方意見の概要

9

順次導入を進めている地下鉄6000形車両
のシートが硬すぎて長時間座っていると腰
やお尻が痛い。また、シートの硬さと相まっ
てか、床からの座面高も高くなったように感
じる。従来の車両のシートを流用するなど
改善を求める。

既存車両のシートはくぼみの無いロングシートであっ
たため一部のお客様が座席を広く専有されるケース
があり、これに対する苦情が多くあったことから、6000
形には着座位置を明確にするくぼみを成型するた
め、既存車両と比べて硬めの材質のシートを採用し
ています。
座席面高さについては、既存車両と概ね同じ高さと
していますが、既存車両よりも硬い材質を用いている
ため、着座しても沈み込みが少なく、このことが既存
車両よりも高く感じられることにつながっていると考え
られます。
より多くのお客様に座席をご利用いただけるよう採用
しているものであり、何卒ご理解のほど、お願いしま
す。

10

直営営業所の運転士は運転が荒く、また、
過去に暴言を浴びせられたことがある。
直営営業所による運行は廃止し、安全意
識の高い民間バス会社への路線移譲や運
行委託の拡大を進めた方がよい。

運転士のサービス・マナーの向上に向けて、添乗調
査等を強化するなど、指導監督に努めていきます。
民間バス会社への委託拡大等については、経営の
観点も含めて、継続的に検討していきます。

　　事業戦略４　「わかりやすさ・使いやすさ」の提供／追求

11

神戸駅のバスターミナルは円状になってお
り、バス乗り場はわかりやすいが時刻表が
見づらい。複数の路線が神戸駅を出発後
しばらく同様のルート通るので、どのバスが
先発するかがわかればありがたい。以前は
神戸駅にも置かれていた、名谷駅に設置
されているえきバスビジョンのような案内の
再設置を検討してほしい。

交通局ではスマートフォン等で検索できる「KOBE乗
継検索」を整備しており、加えて、ダイヤの情報を路
線検索ツールを提供する民間事業者へ提供すること
により、一般の路線検索ツールでも目的地への先発
バスを調べることができるようになっていますが、それ
らwebサービスに加えて、お客様に「わかりやすさ」を
提供できるよう引き続き検討していきます。

　経営方針３　「市民の足」の確保

　　事業戦略５　「市民の足」の確保・維持

12

西神中央・西神南周辺の運行エリアは、神
姫バスや神姫ゾーンバスでまかなえるた
め、地域の交通機関維持の効率化を図る
べく民間事業者への転換を進め、余剰と
なった車両・設備を他の営業所に供出す
べきである。

西神地域の路線の民間移譲については、現在のとこ
ろ検討していません。引き続き市バスの運行により
「市民の足」を確保していきたいと考えています。

13

谷上、権現、北町などの三宮方面へ向か
わないローカル路線は市街地と同じ形態
では利用者の増加は見込めないと思うの
で、収支改善のため、コミュニティバスへの
転換を図るべきである。

市バス2タッチ化により取得する乗降データをもとに
路線の乗降状況を把握するとともに、令和3年度中に
策定される「データに基づく持続可能な路線バス網
の構築に関する考え方」を基に、地域住民のご意見
なども踏まえ、地域の実情に応じた移動手段への転
換の可能性を関係部局と共に検討していきます。

14

落合営業所は多くの路線を運行しており、
運行距離も長いため、名谷駅や妙法寺駅
周辺の短距離路線は、駅に乗り入れる他
の事業者を活用してはどうか。

名谷駅、妙法寺駅周辺の短距離路線は、落合営業
所から距離も近く、運行効率がよいため、落合営業
所で運行することが望ましいと考えています。
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意見に対する市の考え方意見の概要

15

谷上駅での神戸電鉄との接続について、
入線時に度々遅れて到着することがあり、
地下鉄に乗り換える乗客がホームを走らさ
れており、接続にもっと余裕を持たせるべ
きである。

西神・山手線、北神線は谷上駅だけではなく新神戸
駅や三宮駅、湊川公園駅等複数の駅で他鉄道と接
続しており、ダイヤの編成は利用者の動向や他鉄道
との接続等複数の要因を検討する必要があります
が、今後のダイヤ改正の際には神戸電鉄に確認させ
ていただきたいと考えています。

16

西神中央の始発（5：23谷上行）が新神戸
の始発新幹線（6：10東京行のぞみ）に連
絡しているが、地下鉄からの乗換え客が多
く切符の購入等に時間を要するため、始発
時間を早められないか。

地下鉄を安全に運行するため、終電から始発までの
限られた時間を活用し、列車や施設等の維持管理
業務を行っています。
これ以上の始発の繰り上げは難しいのが実情です
が、今後ダイヤの改正を実施する際には参考とさせ
ていただきます。

　　事業戦略６　もっと乗っていただける公営交通の実現

17

利用者の少ない95・96系統は経路を整理
し統合を図り、他の路線も活用のうえ、乗り
換えにて利用できるようにするべきである。

令和６年度に予定されている新長田駅前広場の改
修（バスロータリー設置）にあわせて、お客様のご利
用状況等も踏まえながら検討していきます。

18

少子高齢化の進展やコロナ禍による通勤・
通学需要の減少を踏まえ、バスの運行ダイ
ヤを見直すべきである。

コロナ禍によるお客様のご利用状況等を見極めなが
ら慎重に適切なダイヤ編成に努めていきます。

19

市バス161系統沿線人口の増加に伴い、
バス停の新設や増便を行うべきである。

令和３年秋頃に市バス161系統の運行経路の変更及
びバス停の増設を予定しています。増便について
は、今後のご利用状況を地域の皆さんと共有しなが
ら検討していきたいと考えています。

　経営方針４　神戸のまちづくりへの貢献

　　事業戦略７　公営交通としてまちづくりに貢献

20

観光者向けの路線として、夜間に新神戸
や三宮からビーナスブリッジへ運行するバ
ス路線を新設してはどうか。

ビーナスブリッジ周辺にバスの転回場所がないこと
や、採算が取れるだけの需要が見込まれないことか
ら実施は難しいと考えています。

　経営方針５　安定的な経営基盤の確立

　　事業戦略９　次世代を支える人材の確保・育成

21

民間委託や人員削減を過度に進めるので
はなく、これからは積極的に市バスや地下
鉄の職員を定期的に採用し、神戸の雇用
を維持していって欲しい。

職員採用については、採用要件の見直し等を行い、
幅広い人材確保に努めていきます。一方で、民間人
材をはじめとした多様な人材活用についても、重要と
考えています。今後も市営交通として安定的な運行
を続けられるよう、人材の確保策等について引き続き
検討していきます。
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意見に対する市の考え方意見の概要

　　事業戦略10　安定的な経営を支える基盤の構築

22

神戸市交通局は他の地方都市と比較する
とバス車両の耐用年数を短く設定している
と思うが、より丁寧に長い期間使用しては
どうか。

平成25年度から市バスの使用年数を基本12年から
18年に延長しています。また、使用年数が18年を超
えるバスについても、故障が少なく、車両部品の安定
供給が見込め、整備に問題のない車両は使用を継
続しています。なお、近隣都市の使用年数も18年前
後が多く、全体的にも使用年数を延長する動きが見
られます。
今後も安心・安全輸送を最優先に考え、車両状態に
応じた適切な使用年数を検討していきます。

23

元北神急行の7000形車両はリニューアル
後間もないため長期間にわたって大切に
使用し、廃止時には先頭車両を残し、谷上
地区に保存するべきである。

7000系車両は今後実施する西神・山手線、北神線
のワンマン運転化に対応するためには改造が必要と
なります。
改造等の費用と、新造車両の導入を耐用年数やコス
トパフォーマンスなどの観点から比較した結果、新型
車両へ置き換えた方が優位であると判断しました。
なお、車両の保存については現時点では決まってい
ませんが、いただいたご意見も参考にさせていただ
きます。

24

地下鉄の廃止車両を他の地方鉄道に譲渡
してはどうか。

車両の譲渡についても検討しましたが、他の事業者
で使用する場合、老朽化対策や設備、構造等の違
いにより、車両に大規模な改造及び改修を行う必要
があることから、実現に至りませんでした。しかしなが
ら、一部車両については、車両設備の一部譲渡な
ど、引き続き有効活用について検討しています。

　その他

25

地下鉄開業から運行している1000形車両
は震災時にも活躍した、長く愛された車両
であり、廃止に伴いさよなら運転を実施し
てはどうか。

1000形車両廃止に伴う「さよなら運行」等イベント企
画の実施について検討します。

26

京都市バスを参考に、市バス均一料金を
210円から230円に値上げするべきである。

現時点で値上げの予定はありません。

27

連節バスを導入予定であるが、コロナ禍で
は需要が見込めないため、通常の車両に
変更し、当該車両の導入は見送るべきで
ある。

連節バスについては、神姫バス株式会社の経営判
断のもと導入されたと聞いています。
交通局では、現在のところ連節バスの導入予定はあ
りません。
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計画期間：令和 3(2021)年度～令和 7(2025)年度 

 

基 本 理 念 
｢市民の足の確保｣など公営の意義･役割を発揮するとともに､ 

持続可能な経営基盤を確立します｡ 
 

 

策定にあたって 

神戸市交通局は､これまでも｢神戸市営交通事業 経営計画 2020｣に基づき､安全性の強化､利便性･

快適性の向上､乗客増対策や附帯事業の収入増対策などの収益力の強化､人件費の抑制･物件費の縮

減等の経営の効率化に取り組んできました｡この度､｢市民の足｣を持続的に提供していくため､公営

交通を将来にわたり安定的に運営していけるよう､今後の事業環境や課題を踏まえ､2021 年度から

5 年間の経営の方針や事業戦略､財政計画等を取りまとめました｡ 

 

取り巻く状況 

少子高齢化の進展､人口減少傾向の継続､施設の老朽化などに加え､地震や集中豪雨等の大規模災

害の頻発､新たな感染症の拡大､ＩＣＴ等の技術革新の進展など､公共交通を取り巻く環境は大きく

変化し続けています｡このような中､市民に必要とされる公共交通であり続けるために､｢市民の足｣

としての役割を積極的に果たすなど､神戸のひとの暮らしとまちの発展を支えていくことが求めら

れていると考えています｡ 

 

計画の位置づけ 

この計画は､神戸市のまちづくりの基本的な指針である｢神戸市総合基本計画｣の趣旨を踏まえる

とともに､｢神戸市総合交通計画｣をはじめ関連する行政計画など､他の分野別計画等とも連携するこ

とで､神戸市総合基本計画と理念を共有しながら､めざす都市像の実現に向けて一体的な施策･事業

の推進を図ります｡ 

また､国から全国の公営企業に対して策定を要請されている｢経営戦略｣を包含したものとなりま

す｡ 

 

 

  

神戸市営交通事業 経営計画２０２５（案） 
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基本的な考え方 

｢安全･安心の確保｣､｢快適なサービスの提供｣という公共交通機関としての使命を果たすとともに､

公営交通事業に求められる｢市民の足の確保｣を通じて､神戸市営だからこその意義･役割である｢神

戸のまちづくりに貢献｣していきます｡ 

そのために｢安定的な経営基盤を確立｣するとともに､職員一人ひとりが｢チャレンジ精神｣を持っ

て､｢デジタル技術の活用｣など､未来に向けて新たに挑戦していくことで､｢神戸の市民生活やまちの

発展に貢献｣していきます｡ 

 

【概念イメージ】 

 
 

 

【計画推進にあたっての基本姿勢】 

○職員一人ひとりが､｢まちの未来を切り拓く｣､｢新たな都市交通を創る｣の意識を持ち､｢攻めの経

営｣で今後の交通事業に挑戦していきます｡ 

○｢やめる勇気･変える勇気｣を持ち､過去にとらわれず｢ｗｉｔｈコロナ時代｣のまちと交通に挑ん

でいきます｡ 

○｢デジタル技術｣のより効果的な活用や､ＡＩなど進化のめざましいテクノロジーの導入など､新

たなサービス展開を検討します｡ 
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3 

 

 

経営方針１ 安全･安心･信頼の確保 

 

 

 

★事業戦略１ 安全運行の徹底 

【方向性】 

◎ 安全最優先の更なる徹底､安全確保への最大限の努力 

◎ 事故ゼロを目指した実行力を持った取り組みの徹底･強化 

 

【主な取り組み】 

○ 経営トップから職員一人ひとりまで､安全最優先の意識や取り組みの徹底 

○ ｢重大事故を過去のものとせず､風化させない｣ための職員一人ひとりの意識づけの徹底 

○ 外部の知見も活用した安全確保に向けた研修･教育の充実 

○ 研修実施内容の公表等､安全研修､講習等の市民や利用者への｢見える化｣ 

○ 運転士等の安全運行やサービス･マナーの達成水準を評価する仕組みの構築 

○ ドライブレコーダーや運行情報記録を活用した安全運行の評価と徹底 

○ ヒヤリ･ハット情報や具体的な事故事例の収集･積極的活用 

 

 

★事業戦略２ 安全運行を支える基盤の構築 

【方向性】 

◎ 安全性の向上をめざした計画的な設備投資や老朽化対策 

◎ 危機管理体制の強化など､安全かつ安定的な運行の確保 

 

【主な取り組み】 

○ 地下鉄ホームドア設置によるお客様の安全性向上等､ 

計画的かつ重点的な投資や設備更新 

○ 駅及び車両(市バス･地下鉄)のバリアフリー化による障がい者等移動支援 

○ 新長田駅や板宿駅の大規模リニューアルや老朽化対策 

○ 市バス衝突警報装置､サイドブレーキ引き忘れ防止警報装置の設置 

○ 市バス自動ブレーキ機能など､今後進化するテクノロジーの導入による 

さらなる安全性向上の検討 

○ 市バスの停留所や走行環境の安全性向上に向けた取り組み 

○ 危機管理体制の強化(大規模イベント､テロ､災害､感染症対策 等) 

 

 

 

 

 

  

評価･検証項目 
◇市バス有責事故ゼロを目指し､安全性を最大限に確保 

◆地下鉄の開業以来の責任事故ゼロの継続 

神戸市交通局は､平成 31年 4月 21日に起こした市バス重大事故を絶対に忘れず､最高の安
全確保に向け総力をあげて取り組み､安全で安心な運行を徹底いたします｡ 
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4 

 

 

経営方針２ 快適で質の高いサービスの提供 

 

 

 

★事業戦略３ 快適なサービスの提供 

【方向性】 

◎ お客様目線での｢また乗りたい｣｢ぜひ使いたい｣ 

と感じていただくサービスの提供 

◎ お客様第一主義の原点に立ったサービス･マナーの追求 

 

【主な取り組み】 
○ 市バスポイントサービスをはじめ､ＩＣカードなどを活用した 

新たな運賃制度やサービスの検討 

○ 地下鉄ポイントサービスや定期券･乗車券のデジタル化の検討 

○ 定期券購入の利便性向上(自動定期券発売機機能の拡充､インターネット購入 等) 

○ 他交通機関との連絡定期の拡充や定期券の付加価値向上に向けた検討･実施 

○ 公営交通として提供すべき運行ダイヤやバス停の配置などの｢サービス水準｣の検証･評価 

○ 市バス営業所への外部評価によるサービス･マナーの向上 

○ 組織的な管理のもと､お客様の声を貴重な資源として快適なサービスの提供や経営に活用 

○ ホスピタリティを意識したお客様への挨拶やマイクを使用した案内の徹底 

 

 

★事業戦略４ ｢わかりやすさ･使いやすさ｣の提供／追求 

【方向性】 

◎ よりわかりやすく､使いやすい乗り場やダイヤへの改善 

◎ すべてのお客様にとって､わかりやすく､ 

アクセスしやすい案内の充実や情報発信 

 

【主な取り組み】 
○ わかりやすい行き先表示やバス停名などへの改善 

○ わかりやすく使いやすい料金制度の検討 

○ すべての利用者にとって必要な情報が確実に手に入る情報発信の改善 

○ 外部リソースを活用した精密なバス停位置情報の提供､ 

市バス運行情報のオープンデータ化の検討 

○ わかりやすい市バスダイヤへの見直し(パターンダイヤ化等) 

○ 都心三宮再整備にあわせた三宮駅周辺の市バス乗り場のわかりやすさの向上 

○ 新長田バスロータリー整備に伴う市バス路線の再編とわかりやすさの向上 

 

 

 

  評価･検証項目 

◆市バス運転士に関する苦情･要望の受付件数の削減 (R2実績比で 50％減) 

◇毎年度､利便性向上に向けた新たな取り組みの実施 

◆ＩＣカード利用率 (市バス：R5で 90％､地下鉄：R7で 90％) 

より快適で､より使いやすい市バス･地下鉄とするため､乗り場やダイヤの｢わかりにくさ｣
を解消するなど､すべての人にとって､よりわかりやすく､使いやすいサービスを提供します｡ 
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経営方針３ ｢市民の足｣の確保 

 

 

 

 

★事業戦略５ ｢市民の足｣の確保･維持  

【方向性】 

◎ 市民の足としての役割を果たし､市民生活に貢献 

◎ 市域全体の公共交通ネットワークの充実への主体的な取り組み 

 

【主な取り組み】 

○ 公営交通として主体的に市民の足としての役割を果たし､市民生活に貢献 

○ 鉄道や基幹バス路線と地域を結ぶ役割を担う市バス路線とのネットワーク化による 

市民の足の確保 

○ 全市施策と連携した小規模な交通手段との適切な役割分担の検討 

○ 地域密着型バス路線の運行など､地域住民､とりわけ高齢者の移動への支援 

○ 民間事業者と一体となった市域全体の公共交通ネットワークの充実 

○ 全国に先駆けて実施したエコファミリー制度など､ 

子育て世帯が気軽に利用しやすいサービス展開や新たなサービスの検討 

○ 市民の足としての運行体制を最大限に確保(安定運行の継続､災害発生時や感染拡大期対応) 

 

★事業戦略６ もっと乗っていただける公営交通の実現  

【方向性】 

◎ 市民やお客様の声を貴重な資源として活用 

◎ お客様のご利用実態やニーズに応じたダイヤや路線設定 

【主な取り組み】 

○ スマートフォン等を活用したお客様の意見の積極的な収集 

○ 市民の皆様に｢公共交通を共に支えていただく｣ための情報発信 

○ ＩＣ２タッチ化により得られる市バス乗降データ等を活用した 

市バス路線の検証と見直し･改善 

○ 乗客増･サービス拡充を実現するための新たな運賃制度の検討 

○ ご利用実態やニーズに応じた市バスダイヤや路線の見直し 

○ お客様に親しみをもっていただける取り組みの実施(市バス･地下鉄のイメージの向上) 

○ 都心での回遊性向上や市バスの乗車機会を高めるための仕組みの検討 

 

  

評価･検証項目 

◇毎年度､よりご乗車いただけるための新たな取り組みの実施 

◆市民の足として運行体制を維持･確保 

･市バスの車両原因による運行停止の件数を 15件／年以下 

･地下鉄の運行遅延件数(5分以上)を 5件／年以下（外部要因を除く） 
 

｢市民の足｣としての役割を積極的に果たし､神戸のひとの暮らしとまちの発展を支えてい
くとともに､お客様の声を貴重な経営資源と捉え､もっと乗っていただけ､必要としていただ
ける公営交通をめざします｡ 
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経営方針４ 神戸のまちづくりへの貢献 

 

 

 

 

★事業戦略７ 公営交通としてまちづくりに貢献  

【方向性】 

◎ 市域の公共交通網の維持･発展に向けた主体的な取り組み 

◎ まちづくりや都市経営に積極的に参画し､ 

神戸市の総合力発揮に貢献 
 

【主な取り組み】 
○ 市長部局や地域事業者等と連携した海岸線･北神線の集客増対策や地域活性化への貢献 

○ 全市施策と連携した子育て世帯への支援や高齢者の活躍を促す取り組み 

○ 拠点駅等における駅オープンスペースの有効活用やテレワークスポットの設置検討 

○ ｢リノベーション･神戸｣と連携した､新しい価値の提供への貢献 

○ 地下鉄三宮駅や新長田駅のリニューアルなど､駅施設のデザイン性に配慮した新しい駅空間の実現 

○ 市域におけるシームレスな交通サービスに向けた取り組み(他事業者を含めた運賃制度の統一 等) 

○ 経済の｢リキッド化｣も見据えたＭａａＳの取り組みに向けた検討(他事業者連携や乗継の充実 等) 

○ グリーン調達やＬＥＤ化､新型車両導入による省エネ効果実現など､SDGsへの積極的な対応 

○ 公営交通に求められる多面的な役割の発揮と成果の測定･検証 

 

 

 

★事業戦略８ 市バス･地下鉄の連携､シームレス化 

【方向性】 

◎ 市バスと地下鉄のシームレスなサービス提供 

◎ 市バスの地下鉄に対するフィーダー機能の強化 
 

【主な取り組み】 

○ お客様のご利用に即した､地下鉄ダイヤと市バスダイヤの連携強化 

(地下鉄･市バスダイヤの連絡改善､今後の需要も踏まえた終バスの延長検討 等) 

○ 地下鉄からバスへのわかりやすい案内の充実(案内表示の充実､デジタルサイネージの活用 等) 

○ 鉄道駅を拠点とする公共交通ネットワークの更なる充実をめざした市バス路線の再構築 

○ 市バス･地下鉄各々の取り組みを連携させた横断的な施策の実施 

○ ＩＣカードなどを活用した運賃政策･サービス向上策の検討･拡充 

○ 市バスと地下鉄との一体的経営の実施(両会計の収支を一体的に捉えた事業運営) 

 

 

 

  評価･検証項目 

◇公共交通分担率引き上げ等地域公共交通網形成計画の目標に沿った取り組み 

◆市バスにおける燃料使用量の抑制 (R2実績比 5％削減) 

◆地下鉄における電力使用量の抑制 (R2実績比 5％削減) 

神戸の公共交通ネットワークの中心的存在である交通局がリーダーシップを発揮し､市民
の移動を公共交通全体で支えていくとともに､神戸市が目指す将来像に向けた施策との連携
により､まちづくりや都市経営に貢献します｡ 
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7 

 

 

経営方針５ 安定的な経営基盤の確立 

 

 

 

 

★事業戦略９ 次世代を支える人材の確保･育成  

【方向性】 

◎ 将来の公営交通を担う人材の確保･育成 

◎ 職員一人ひとりが､求められる使命や役割を理解し､ 

｢攻めの経営｣に挑戦 

【主な取り組み】 
○ 民間人材をはじめ多様な人材の登用･活用による前例にとらわれない事業運営 

○ リスクを恐れない新たな挑戦や生まれ変わるための改革への取り組みを 

評価する仕組みの構築 

○ 局採用職員の採用要件の見直しなど今後の交通事業を支える幅広い人材の確保 

○ 将来の交通事業の中枢を担い､けん引する人材の育成 

○ 女性職員の意見の積極的な活用など､多様な意見による新たな取り組みの検討 

○ ＩＴ技術の活用による業務省力化や短時間勤務職員など 

多様な働き方による交通サービスの維持 

○ 職員の職場満足度､モチベーション､エンゲージメントの向上 

 

★事業戦略 10 安定的な経営を支える基盤の構築  

【方向性】 

◎ 乗客増対策や新たな収益源の確保など､稼ぐ力の向上 

◎ 生産性向上やデジタル技術の活用など将来に向けた基盤構築 

 

【主な取り組み】 
○ 総人件費の削減､職員や車両の稼働率(稼働時間)向上による生産性の向上 

○ 自動運転技術やＡＩ､５Ｇの活用､新たなモビリティなど､進化するデジタル技術や 

テクノロジーの導入の検討 

○ 平日と土休日､時間帯など需要に応じたダイヤへの再編成 

○ withコロナの時代の状況を注視し､ご利用状況に応じたダイヤの見直しや減便等の検討 

○ 時間別運賃(ダイナミックプライシング 等)など､withコロナの時代における料金制度の研究 

○ 市バス営業所管理運営委託事業者の前向きな提案や実績を評価する仕組みの導入 

○ バス路線や駅務業務の委託拡充など､さらなる民間事業者の活用 

○ 駅ビジネスや広告媒体の活用等による新たな収益源の発掘･収益増対策 

○ 保有資産の活用や調達方法の検討(売却･転活用･リースバック 等) 

〇 客観的データに基づくマーケティングアプローチの展開など､乗客増の取り組み 

 

 

 
評価･検証項目 

◇毎年度､乗客増加に向けた新たな取り組みの実施 (毎年度各 1,000万円以上

の増収) 

◆職員の｢やりがい｣意識の向上 (前年より増加) 

◆附帯事業収入の増加 

職員一人ひとりが､公営交通の役割を理解し､圧倒的当事者意識を持って主体的に行動す
るとともに､めざすべき目標を共有しながら実行するべく組織力を強化します｡また､交通サ
ービスを持続的に提供し続けていくために必要な経営基盤を構築するとともに､計画の進捗
状況の評価･検証､進行管理を徹底し確実な実行をはかります｡ 
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8 

財政計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★財政計画の前提条件と財政目標達成に向けた主な取り組み 

≪ 収 入 ≫ 
乗客増対策や新たな収益源の確保など､稼ぐ力の向上をはかります｡なお､新型コロナウ

イルス感染症拡大により危機的な影響を受けていますが､今後の乗車料収入については､
少子高齢化･人口減少社会の進行や新型コロナウイルス感染症の影響によるご利用者の減
少を見込んでいます｡ 

＜新型コロナウイルス感染症拡大の影響＞ 

･通勤定期ご利用者：自動車事業会計-令和 3年度以降Δ10％を継続 

         高速鉄道事業会計-令和 3年度Δ12％､令和 4年度以降Δ10％を継続 

･通学定期ご利用者：令和 3年度のΔ15％から段階的に回復し､令和 6年度からΔ10％を継続 

･定 期 外ご利用者：令和 3年度のΔ20％から段階的に回復し､令和 6年度からΔ5％を継続 

【主な取り組み】 

○ 市バス･地下鉄の連携､シームレス化や新たな運賃制度の検討 

○ 客観的データに基づくマーケティングアプローチの展開など､乗客増の取り組み 

○ 駅ビジネスや広告媒体の活用等による新たな収益源の発掘･収益増対策 

 

≪ 支 出 ≫ 
新型コロナウイルス感染症拡大に伴う大幅なご利用者の減少が見込まれる危機的な状

況の中､必要とされる｢市民の足｣を確保していくため､あらゆる経営改善策を実施してい
きます｡ 

【主な取り組み】 

○ 総人件費の削減､職員や車両の稼働率(稼働時間)向上による生産性の向上 

○ 市バス車両購入費用の削減など投資計画の見直し 

○ 効率的な営業所配置等によるコスト削減 

○ ＩＴ技術の活用による業務省力化や短時間勤務職員の活用 

○ 新型コロナウイルス感染症拡大によるご利用状況に応じたダイヤの見直し等 

 

 

 

 

 

  

財政目標 

【自動車事業会計】 

◆計画期間内の単年度純損益の収支均衡を達成 

◆累積資金不足額の減少 

将来にわたって公営の意義･役割を発揮しつつ､安定した事業運営を継続していくため､財
政計画を策定するとともに､財政目標の達成に向けて取り組みを進めます｡ 

【高速鉄道事業会計】 

◆純損益の収支均衡に向けての着実な改善 

◆累積資金不足額の拡大をできるだけ抑制(本収支計画の達成) 

◆海岸線ランニング収支の黒字化に向けたより一層の改善 

≪ 自動車事業会計 ≫ 
総人件費の削減や市バス車両購入費用の
削減のほか､ご利用状況に応じたダイヤ
の見直し等も実施しながら､持続可能な
経営を維持し､市民の足を守ります｡ 

≪ 高速鉄道事業会計 ≫ 
ホームドアや新型車両の導入による減価償却
費の増大により当面の収支は悪化しますが､
償却の進行や効率的な運行体制の構築により
収支は改善し､安定した経営を維持します｡ 
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★収支計画 

≪ 自動車事業会計 ≫ 

 

 

 

 

 

≪ 高速鉄道事業会計 ≫ 

 
 

 

 

 

 

★財政計画の見直しと経営情報等の発信 

今後の新型コロナウイルス感染症拡大による影響が不透明なことから､お客様のご利用動向等を

注視しながら､ご利用状況に応じた運行ダイヤの見直し等について､引き続き検討･実施していきま

す｡また､市民やお客様に対して経営状況やご利用情報を分かりやすく発信していきます｡ 
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資金不足に対する資金調達手法の検討 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響 

Ｒ２～５年度の合計：△５３億円 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響 

Ｒ２～５年度の合計：△１２９億円 
(単位：億円）

年度 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

新型コロナウイルスの
影響

△55 △31 △24 △19 △14 △14 △14 △14 △13 △13 △13 △13 △13

ホームドア・新型車両
導入による減価償却費

11 17 29 32 27 23 19 16 14 12 10 8 7

（単位：億円）

年度 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

新型コロナウイルスの
影響

△21 △13 △11 △８ △５ △５ △５ △５ △５ △５ △５ △５ △５
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主な取り組みの工程表 

 

経営方針と取り組み内容 
Ｒ３ 

(2021) 
Ｒ４ 

(2022) 
Ｒ５ 

(2023) 
Ｒ６ 

(2024) 
Ｒ７ 

(2025) 

１ 安全･安心･信頼の確保 

 

研修実施内容の公表等､ 
安全研修､講習等の市民や利用者
への｢見える化｣ 

     

安全運行やサービス･マナーの達
成水準を評価する仕組みの構築 

     

ドライブレコーダーや運行情報
記録を活用した安全運行の評価
と徹底 

     

地下鉄ホームドアの設置による
お客様の安全性向上等､計画的か
つ重点的な投資や設備更新 

     

駅舎･車両(市バス･地下鉄)のバ
リアフリー化による障がい者等
移動支援 

     

新長田駅や板宿駅の大規模リニ
ューアルや老朽化対策 

     

市バスの停留所や走行環境の安全
性向上に向けた取り組み 

     

危機管理体制の強化(大規模イベ
ント､テロ､災害､感染症対策 等) 

     

２ 快適で質の高いサービスの提供 

 

市バスポイントサービスの新た
なサービス展開 

     

地下鉄ポイントサービスや定期
券･乗車券のデジタル化の検討 

     

定期券購入の利便性向上      

お客様サービス･マナーの向上      

わかりやすい行き先表示やバス
停名などへの改善 

     

すべての利用者にとって必要な
情報が確実に手に入る情報発信
の改善 

     

外部リソースを活用した精密な
バス停位置情報の提供 

     

都心三宮再整備にあわせた三宮
駅周辺の市バス乗り場のわかり
やすさの向上 

     

新長田バスロータリー整備に伴
うバス路線再編とわかりやすさ
向上 

     

 

  

評価･検証･改善 

ドラレコ順次導入 毎年 75台 
評価の開始 

 

評価の継続･検証･改善 

サイドブレーキ引き忘れ防止装置設置 

 
西神･山手･北神線 16駅 
に順次ホームドア設置 

伊川谷駅上屋耐震補強等 

新長田駅リニューアル工事 

板宿駅リニューアル工事 

バス停全件調査 対応検討 
実施(順次) 

テロ･災害対策訓練(適宜) 
マニュアル更新(随時) 

湊川公園駅西口 
エレベーター設置 

ポイント 
サービス開始 

新たなサービスの検討 

検討･実施 実施施策検討 

市東部地域への自動 
定期券発売機設置拡充 
 

利便性向上策の検討･実施 

研修･指導･利用者への広報 

ウェブサイト等の 
コンテンツの充実検討 

バス停名洗い出し 対応検討 
実施(順次) 

継続的に検証･改善 

バス停位置情報 
オープンデータ化 

 

乗降データ収集 データ分析､検討､調整 

三宮再整備に合わせた 
バス停移設及び案内表示の整備 

 

継続的に検証･改善 

三宮駅周辺バス停への 
案内整備 

 

路線再編 

上沢駅 EVバリアフリー化 新長田駅 EVバリアフリー化 

安全報告や研修内容等の 
わかりやすい｢見える化｣ 

継続的な添乗調査の実施･改善 

添乗調査の実施 
クレーム対策会議の開催 
 

新たな評価方法の検討 
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経営方針と取り組み内容 
Ｒ３ 

(2021) 
Ｒ４ 

(2022) 
Ｒ５ 

(2023) 
Ｒ６ 

(2024) 
Ｒ７ 

(2025) 

３ ｢市民の足｣の確保 

 

子育て世帯支援や高齢者の活躍
を促す取り組み 

     

スマートフォン等を活用したお
客様の意見の積極的な収集 

     

ＩＣ２タッチ化により得られる
市バス乗降データ等を活用した
市バス路線の検証と見直し･改善 

     

わかりやすい市バスダイヤへの
見直し(パターンダイヤ化･路線
の見直し) 

     

都心での回遊性向上や市バスの
乗車機会を高めるための仕組み
の検討 

     

４ 神戸のまちづくりへの貢献 

 

市長部局や地域事業者等と連携
した海岸線･北神線の集客増対策
や地域活性化への貢献 

     

拠点駅等における駅のオープン
スペースの有効活用やテレワー
クスポットの設置検討 

     

名谷駅リニューアル 
     

三宮駅リニューアル 
     

グリーン調達やＬＥＤ化､新型車
両導入 

     

地下鉄からバスへのわかりやす
い案内の充実(案内表示の充実､
デジタルサイネージの活用 等) 

     

５ 安定的な経営基盤の確立 

 

 

局採用職員の採用要件の見直し
など今後の交通事業を支える幅
広い人材の確保 

     

ＩＴ技術の活用による業務省力化
や短時間勤務職員など多様な働き
方による交通サービスの維持 

     

平日と土休日など需要に応じた
ダイヤへの再編成 

     

with コロナの時代の状況を注視
し､需要に応じたダイヤの見直し
や減便等の検討 

     

時間別運賃など､with コロナの時
代における料金制度の研究 

     

駅ビジネスや広告媒体の活用等
による新たな収益源の発掘･収益
増対策 

     

経営･ご利用情報の｢見える化｣ 
     

 

検討：実施 

お客様の声ハガキ､市バス停留所標柱への QR コード設置 
 

 ご意見の収集･分析･事業への反映 
 

 乗降データ収集 
データ分析､路線･ダイヤ検討 

路線再編､ダイヤ改正 

ダイヤの検討･実施 

都心回遊性検討 

路線見直しの検討･実施 

検討：実施 

北神急行市営化 1周年 

検討：実施 海岸線開業 20周年 

他駅展開 
実証実験 

導入 
 

設計 駅北ビル工事 

※名谷駅ビルリニューアル事業支援 

設計 

駅舎等 LED化 

西神･山手･北神線 
新型車両導入(H30～) 
 

実施施策検討 継続的に検討･実施 

駅ビル工事 

リニューアル工事 

検討：実施 

短時間勤務のバス運転士の活用 
 

西神･山手･北神線 
ワンマン運行開始 

 
地下鉄軌道モニタリングシステム導入 

土休日ダイヤ検討･実施 需要の変化に応じて適宜改変 

検討･実施 需要の変化に応じて適宜検証 

検討：実施 

三宮駅へのデジタルサイネージの展開 

毎年度検討･実施 

経営情報の見える化 
･ウェブサイト改善 継続的に改善を実行 

市バス･地下鉄ご利用者への｢見える化｣の実施･改善 
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